
一Special  Article一�一Special  Article一�

16SH IGA  IDA I  NEWS　vo l . 1 117 SH IGA  IDA I  NEWS　vo l . 1 1

環
境
負
荷
の
軽
減
、
コ
ス
ト
削
減
の
ほ
か
、

他
分
野
へ
の
応
用
に
も
期
待
が
高
ま
る
。

　

装
置
開
発
の
際
の
ポ
イ
ン
ト
の
一
つ
に
、
酸
化
チ
タ
ン
を
顆
粒
状
に
し

た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。粒
が
小
さ
く
な
る
と
処
理
能
力
は
上
が
り
ま
す
が
、

あ
ま
り
細
か
く
し
す
ぎ
る
と
飛
び
散
っ
て
ロ
ス
が
多
く
で
る
た
め
、
最
も

効
率
よ
く
処
理
で
き
る
粒
の
大
き
さ
や
硬
度
を
検
証
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
分
解
処
理
時
の
温
度
に
つ
い
て
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
温
度
を
設
定

し
て
、
も
っ
と
も
処
理
能
力
を
高
め
る
温
度
が
4
8
0
℃
で
あ
る
こ
と
が

わ
か
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
、
医
療
廃
棄
物
は
外
部
処
理
業
者
へ
の
委
託
に
よ
る
焼
却
処

理
が
一
般
的
で
し
た
が
、
焼
却
過
程
で
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
な
ど
の
有
害
物
質

が
排
出
さ
れ
る
恐
れ
の
あ
る
こ
と
や
、
不
法
投
棄
の
不
安
、
廃
棄
物
の
増

加
に
伴
う
処
理
費
用
の
負
担
増
加
な
ど
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
処
理
装
置
な
ら
、
お
お
よ
そ
車
１
台
分
の
ス
ペ
ー
ス
で
大
学
や
病

院
の
敷
地
内
に
設
置
で
き
、
１
台
で
月
７
ト
ン
の
医
療
廃
棄
物
を
処
理
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
れ
は
約
3
0
0
床
の
病
院
の
廃
棄
物
排
出
量
に

相
当
し
ま
す
。

　

酸
化
反
応
熱
を
利
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
通
常
の
焼
却
処
理
に
比
べ

て
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
使
用
を
抑
え
、炭
酸
ガ
ス
の
排
出
量
も
削
減
で
き
ま
す
。

さ
ら
に
余
っ
た
熱
を
再
回
収
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
月
間
７
ト
ン
の
廃
棄

物
を
処
理
す
る
場
合
、
従
来
の
焼
却
法
と
比
べ
る
と
排
出
さ
れ
る
炭
酸
ガ

ス
量
は
年
間
20
〜
45
ト
ン
削
減
（
21
％
）
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
環
境
へ

の
負
荷
を
大
幅
に
軽
減
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

有
機
物
が
完
全
に
分
解
さ
れ
る
た
め
、
金
属
や
無
機
物
を
分
離
・
回
収

す
る
こ
と
も
可
能
で
、そ
の
た
め
医
療
廃
棄
物
処
理
以
外
の
一
般
廃
棄
物
、

工
業
廃
棄
物
な
ど
の
処
理
や
、
レ
ア
メ
タ
ル
の
分
離
・
回
収
と
い
っ
た
用

途
へ
の
応
用
も
可
能
で
す
。

　

今
後
は
、
処
理
能
力
を
さ
ら
に
高
め
て
処
理
量
を
増
や
す
こ
と
が
課
題

と
な
り
ま
す
が
、
感
染
性
廃
棄
物
だ
け
で
な
く
、
す
べ
て
の
医
療
廃
棄
物

を
敷
地
の
外
に
持
ち
出
す
こ
と
な
く
、
ま
た
手
で
触
れ
る
こ
と
も
な
く
、

灰
や
有
毒
ガ
ス
を
出
さ
ず
に
処
理
で
き
て
、
処
理
に
か
か
る
経
費
を
削
減

で
き
る
う
え
、
学
外
に
ゴ
ミ
を
出
さ
な
い
″
ゼ
ロ
エ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
〞
活
動

に
も
つ
な
が
る
も
の
と
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

触
媒
反
応
を
用
い
て
分
解

医
療
廃
棄
物
を
燃
や
さ
ず
安
全
に
処
理

　

滋
賀
医
科
大
学
で
は
平
成
17
年
度
か
ら
近
畿
経
済
産
業
局
地
域
新
産
業

育
成
支
援
の
補
助
金
を
受
け
、
ゼ
ロ
エ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
研
究
室
を
開
設
し
て

草
津
電
機
株
式
会
社
と
共
同
で
、
感
染
性
医
療
廃
棄
物
処
理
シ
ス
テ
ム
と

装
置
の
開
発
研
究
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

光
触
媒
と
し
て
知
ら
れ
る
ア
ナ
タ
ー
ゼ
型
酸
化
チ
タ
ン
は
、
加
熱
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
さ
ら
に
迅
速
、
強
力
な
分
解
反
応
を
起
こ
す
事
実
が
判
明

し
ま
し
た
。
こ
の
仕
組
み
を
用
い
た
実
証
機
を
開
発
し
て
、
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
だ
け
で
な
く
、
マ
ス
ク
や
キ
ャ
ッ
プ
等
の
不
織
布
や
手
術
用
ラ
テ
ッ
ク

ス
手
袋
、
透
析
治
療
に
用
い
ら
れ
た
ダ
イ
ア
ラ
イ
ザ
ー
な
ど
を
分
解
し
、

さ
ま
ざ
ま
な
ガ
ス
の
発
生
と
分
解
処
理
条
件
の
検
討
を
行
い
ま
し
た
。

　

最
終
的
に
完
成
し
た
装
置
は
、
第
一
分
解
槽
（
酸
化
チ
タ
ン
）、
石
灰

槽
、
第
二
分
解
槽
（
貴
金
属
触
媒
）
な
ど
か
ら
な
り
、
第
一
分
解
槽
で
は

約
2
0
0
㎏
の
顆
粒
状
酸
化
チ
タ
ン
触
媒
を
熱
風
ヒ
ー
タ
ー
で
加
熱
し
た

空
気
を
送
り
込
ん
で
4
8
0
℃
に
加
熱
調
整
し
ま
す
。

　

廃
棄
物
は
段
ボ
ー
ル
製
の
容
器
に
入
れ
た
ま
ま
ベ
ル
ト
コ
ン
ベ
ア
で
投

入
口
へ
運
ば
れ
、
感
染
対
策
と
し
て
高
温
環
境
に
し
た
粉
砕
機
で
、
細
か

く
チ
ッ
プ
状
に
裁
断
さ
れ
た
後
、
毎
分
60
〜
120
g
で
第
一
分
解
槽
に
投
入

さ
れ
ま
す
。

　

毎
分
40
回
転
で
撹
拌
さ
れ
な
が
ら
分
解
処
理
が
行
わ
れ
、
排
出
ガ
ス
は

石
灰
槽
（
酸
化
カ
ル
シ
ウ
ム
に
よ
る
ハ
ロ
ゲ
ン
除
去
）
と
、サ
イ
ク
ロ
ン
、

バ
グ
フ
ィ
ル
タ
ー
な
ど
の
集
塵
工
程
、
さ
ら
に
、
貴
金
属
触
媒
（
白
金
ハ

ニ
カ
ム
・
パ
ラ
ジ
ウ
ム
触
媒
）
の
第
二
分
解
槽
を
経
て
、
ク
リ
ー
ン
で
安

全
な
状
態
に
し
て
排
出
さ
れ
ま
す
。

　

分
解
時
の
排
出
ガ
ス
の
分
析
実
験
で
は
、
NO
、
SO2
、
CO
、
CO2
、
ダ
イ
オ
キ

シ
ン
等
の
濃
度
が
大
気
汚
染
防
止
法
の
基
準
値
以
下
で
あ
る
こ
と
、
感
染

性
物
質
は
検
出
も
飛
散
も
な
い
こ
と
が
実
証
さ
れ
ま
し
た
。

❶ 実験装置で有機物分解実験中
❷ 実証機前景
❸ 粉砕機
❹ 石灰槽
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触
媒
反
応
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利
用
し
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医
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廃
棄
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の

安
全
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経
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な
処
理
シ
ス
テ
ム
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開
発
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感
染
の
危
険
性
が
あ
る
医
療
廃
棄
物
を
、
従
来
の
よ
う
に
焼
却
せ
ず
に
、
水
や
二
酸
化
炭
素
に
分
解
し
て
無
害
化

す
る
シ
ス
テ
ム
と
装
置
が
、
滋
賀
医
科
大
学
と
草
津
電
機
株
式
会
社
の
共
同
研
究
に
よ
っ
て
開
発
さ
れ
、
い
よ
い

よ
実
用
機
の
販
売
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

加
熱
し
た
酸
化
チ
タ
ン
に
よ
る
超
高
速
触
媒
反
応
を
用
い
て
廃
棄
物
を
分
解
す
る
も
の
で
、
病
院
等
の
敷
地
内
で

処
理
で
き
て
、
コ
ス
ト
や
環
境
へ
の
負
荷
も
軽
減
で
き
る
画
期
的
な
方
法
と
し
て
期
待
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
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